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本日の内容

今年度の経緯

 コロナの行動方針レベルが0に

 情報科学部のアフターコロナ

短期留学

広報誌 HOSEI と生成系AI

文部科学省による情報系教育の強化策

 2022年度からの新カリキュラム実施状況

2023/6/11



今年度の経緯

春セメスタ

 入学式(武道館 4/3) 

 4/1-4/6 ガイダンス

 4/7 授業開始

 5/13 4年生「特講発表会」

 5/15 新型コロナウイルス感染症に関する行動指針をレベル 0 に変更

 5/22- 中間試験、1Q末試験開始

 6/9 オープンラボ

 6/10 保護者向けオープンキャンパス・ホームカミングデー



入学式 (4/3)
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行動方針をレベル0に (5/15)
 教育活動における行動方針レベル

 通常通りの活動を可とする。一部の授業ではオンラインを活用して実施する。

 ゼミ合宿における行動方針レベル

 通常通りの活動を可とする。ただし、学生の参加については、個々の事情に十分配慮すること。

 学生の研究活動における行動方針レベル

 通常通りの活動を可とする。

 ゼミ（研究室）で参加する学会発表における行動方針レベル

 通常通りの活動を可とする。ただし、学生の参加については、個々の事情に十分配慮すること。
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当面、対面授業のマスク着用は推奨



情報科学部のアフターコロナ

教室定員を従来に戻す

 W103 の場合、144名

原則的に、対面授業

 授業効率の面で、優れるものはオンライン/オンデマンド

 コロナ感染の学生については、インフルエンザ等と同じ対応

 基本は、自宅で静養してもらう

 オンライン授業の準備のある授業では、オンライン配信する「こともある」
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短期留学 (SA)

期間: 2023/8/2 ～ 9/2

研修先: マレーシア・プトラ大学 & ELS

滞在先: 大学周辺宿泊施設

応募人数: 15名

諸費用: 40万円(10万円の奨学金)

単位: 専門科目(選択) 2単位
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英語で学ぶ理工系授業にも参加
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広報誌 HOSEI リニューアル

在学生の保証人の皆さまだけでなく、

在学生の皆さまにも読んでいただけるよう

 6・7月号: 音声: 伊藤教授

 8・9月号: 教授対談

 AI時代を生き抜く 廣津教授、藤田

 3年生 重原さん、修士2年 矢嶋さん
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生成系AIの利用に関する指針 (4/11)
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1. 原則として、単位の評価に直接関係するものでは禁止
2. 各教員の指示に従ってください
3. 使用が疑われる場合には、内容に関して対面ヒアリングを

実施します
4. 新しい技術は積極的に試してみましょう
皆さんは最新の生成系AI技術に触れ、その可能性を追求すること
が推奨されます。これにより、情報科学の発展に貢献できる独自の
アイデアや手法を習得することができます。 



数理・データサイエンス・AI 教育プログラム

 目的

 学生が、数理・データサイエンス・AIへを適切に活用する能力を育成

 リテラシーレベル

 すべての大学・高専生(約50万人／年)対象に、初級レベルを習得

 2021年度秋セメスタに、全学開講

 応用基礎レベル

 約 25 万人対象に、数理・データサイエンス・AI の応用基礎力

 2022年度のカリキュラム改変で、応用基礎レベルの科目を設置

2023/6/11

文部科学省

応
用
基
礎

リ
テ
ラ
シ
ー

エ
キ
ス
パ
ー
ト



数理・データサイエンス・AI応用基礎の授業科目一覧
 ＜学科専門科目＞

 4 情報科学入門  （2）

 5 離散構造１  （2）

 6 コンピュータシステム入門１  （2）

 7 コンピュータシステム入門２  （2）

 8 データ構造とアルゴリズム１ （2）

 9 プログラミング入門１  （2） 、

 10 プログラミング入門２ （2）

 11 プログラミング入門３ （2）
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 科目一覧（ ）内は単位数

 ＜科学基礎科目群＞

 1 統計学１ （2）

 2 数理実験（1）

 3 線形代数の基礎  （2）

 ＜コース専門科目＞

 12 人工知能  （2）

※ CF/MSコースは必修科目ではないため、
自ら進んで履修が必要

文部科学省
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2030年には先端 IT 人材が
54.5万人不足
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理系学部の学位取得者割合
[国際比較] 日本35%、仏31%、米38%、

韓42%、独42%、英45%
[国内比較] 国立大学57%、

公立大学43%、
私立大学29%

デジタル・グリーン等の成長分野を
けん引する大学・高専の機能強化に向
けた基金による継続的支援策の創設

文部科学省



2022年度からの新カリキュラム

 1年生のプログラミング入門科目を整理

 コース選択前のプログラミング科目選択を不要とする

各コースの紹介を行う CF/IS/MS 特講を開講 (2023年度から)

 卒業論文の準備として、様々な先生の研究を知る機会

文科省の掲げる「数理・データサイエンス・AI」の修得に合わせた授

業内容

 3,4年生も修得可能
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情報処理学会全国大会 学生奨励賞受賞
 廣瀬 理陽

 学習済みパラメータの分析に基づくモデル圧縮と転移学習への応用

 大田原 彩

 OpenPoseを用いた歩行時の3次元関節座標取得と特徴量抽出手法

 矢嶋 梨穂

 構造化知識を内包する自然言語理解システムの構築

 小柳 利華子

 小説の舞台になった場所情報を用いた小説推薦システム

 中込 佑妃野

 語彙空間構築による「をかし」と「あはれ」における特徴の可視化

 佐藤 亮太

 将棋の探索木の葉ノードにおける詰み予測
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様々なケアも必要

 「体調不良」という学生の報告が増えています。

 単なる欠席の「言い訳」なのか。

 コロナ感染症の間、人とのやり取りが少なかったからか。

 対面授業が始まり、むしろ、授業に出ることが精神的に難しくなり、オンライン授業を
希望する学生もいます。

学生の言葉を、よく確認しつつ、可能な対応を進めています。

 家庭からの支援も、よろしくお願いします。
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本日の内容のまとめ

 アフターコロナの教育

 原則、対面授業

 インフルエンザと同様の対応

今後に向けた情報科学部の教育方針

 データサイエンス/AIの応用基礎に沿ったカリキュラム

 社会の求める先端IT人材の育成
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